
６年生制作 門松 

２月のおもな予定 

 

３日（火）全校朝会 

３日（火）新１年生入学説明会 

５日（木）鹿小 SA推進委員会 

５日（木）PTA運営委員会 

１７日（火）登校班編成 

１９日（木）食育の日 徳育の日 

１９日（木）北部ブロック会長校長会 

２０日（金）授業参観・懇談会 

２０日（金）学校保健委員会  

２７日（金）お別れ集会・校旗継承式 

「学校は 子どもたちも大人もすごしやすいところ」 

２０２６年を迎えました。 

鹿町地区の皆様、あけましておめでとうございます。 

本校は、１２月２２日（月）に６年生が作った門松飾りで、お正月を迎えることができました。 

地域の桃野哲さんと松原さんにご協力いただきました。ありがとうございました。 

 

８日の朝、子どもたちは、元気に登校してきました。私は、始業式で次の４つのことを話し伝えました。 

どうぞ令和８年も、すべての子どものちがいを認め、ともに育ててくださいますようお願い申し上げます。 

  

                                                                     佐世保市立鹿町小学校 
                                                                          校長 松田 禎治 

                                                                          令和８年１月発行 

 

鹿町小学校だより 

             
   

 

１月のおもな予定 
 
８日（木）始業式 
９日（金）特別日課 給食後下校 
１３日（火）あいさつ運動 
１３日（火）３年４年 ５時間授業 
１４日（水）全校５時間授業 
１９日（月）食育の日 徳育の日 
２０日（火）給食集会 
２１日（水）３年生クラブ活動見学 
２２日（木）図画工作作品展～２５日（日）まで 
２３日（金）６年鹿町中入学説明会 
２５日（日）しかまち EKIDEN フェスティバル 
２６日（月）地域招待給食 

 
 
 
 
 
 

２０２６年、明けましておめでとうございます。 

 

今年は、鹿町小学校ができて１４５年目にあたります。人間で言えば１４５才です。あと３年後の２０２９年４月には、歌浦小の子どもたち

と一緒に、鹿町中学校へ場所を変えて学ぶことになります。今年のうちに新しい学校名が決まったあと、中学校に新しい校舎が作られは

じめる予定です。 

今の鹿町小は、いじめがない学校だと思います。もし、もめごとがあっても、必ずなかなおりできる学校です。８５人の子どもたちと先生

方全員がすごしやすい、そんなすばらしい学校であるために、今日から次の４つのことを続けていきます。 

 

１ あいさつや返事、ありがとうの言葉を大切にする 
あいさつや返事、ありがとうの声がひびく教室では、いごこちがよくなり、すごしやすさが変わります。その場に応じたあいさつや返事が

できるようになれば、楽しいなと感じる時間が増えるのです。私は、３学期もあいさつ名人がだれになるのか、楽しみにしています。 

 

２ 本を読んで ことばを増やす 
１２月までに、８５名中２８人が読書１００冊を達成しています。冬休み中にも本を読んだ人がいると思います。本を読むことで、ことばが

増えます。読めば読むほど知らなかったことばに出会います。読んだ本のことばを使って、自分を勇気づけたり、友達を助けたりできるよう

になってほしいです。 

 

３ 掃除がうまくなる 
先生方のふりかえりでは、無言で掃除できるようになってきたという意見がありました。３学期は、次に使う下級生や新１年生のことも

考え、さらに教室やトイレなど使う場所をきれいにしていきましょう。そして、自分の机の中は、いつも整頓しておきましょう。掃除や整頓が

うまくなればなるほど、学習に集中できるようになると思います。 

 

４ 睡眠時間を大切にする  

元気っこカードの取組から、ゲーム時間を守る人が増えてきたことがわかりました。また、４年生以上で早寝早起きできるようになった

人が増えたこともわかりました。今日から、もう一度、早寝早起きができるようになっていきましょう。メジャーリーグで活躍しつづけている

大谷翔平選手は、睡眠を十分にとることで有名です。大谷選手は、インタビューで「イライラしたら、自分が負けだと思うようにしている」と

答えています。みなさんも、睡眠時間を大切にして、自分の気持ちと行動をコントロールする自制心を伸ばしていきましょう。 

４つに取り組むことで、３学期も８５人のみなさんと先生方全員がすごしやすく、笑顔が増え続けるような、すばらしい学校を作っていき

ましょう。 


